
データで見る 木材産業の労働災害
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死亡者数（左軸）

休業４日以上の死傷者数（右軸）

死傷者数は

年間約1,000 件
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労働災害による休業４日以上の死傷者数は年間約1,000件。

近年、下げ止まりの状況となっています。

また、死亡災害は毎年10件近く発生しています。

労働災害発生率は

製造業の約 4.4 倍
木材産業の災害発生率（死傷年千人率）は、

製造業全体の約4.4倍と、他産業よりも高い水準です。

（林業だけではありません！）
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「挟まれ、巻き込まれ」

「切れ・こすれ」が多発
事故の型別では、約半数が

「挟まれ・巻き込まれ」「切れ・こすれ」となっており、

機械に関係する事故が多く発生しています。

これは、他の製造業と比べても高い傾向です。

■業種別死傷年千人率
（ 休 業 4 日 以 上 / R ５ ）

■過去10年間の死傷者数の推移

■事故の型別の死傷者数（R1～R5）

資料：厚生労働省「労働者死傷病報告」「産業別死傷年千人率」
総務省・経済産業省 経済構造実態調査 製造業事業所調査から算出

労働災害防止のために

安全対策の見直しを！

木材産業の
事業者の皆様へ

死傷年千人率とは…１年間の労働者1,000人当たりに発生した死傷者数を示す数値

～９人 10～29人 30～99人 100人～

木材・木製品製造業

製造業

労働災害発生率は

大規模な事業所でも高水準

■事業所規模別の年千人死傷率（R4）
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1.9

中小規模の事業所だけでなく、

大規模な事業所であっても、

他の製造業と比べて災害発生率が高い状況にあります。

対策のポイント
は裏面に

人手不足が深刻化する中、木材産業の労働力を維持するためには、
労働者の安全を確保することが経営者の最低限の責務です！

※Ｒ６：速報値



お問い合わせ先：林野庁木材産業課生産加工班 0 3 - 6 7 4 4 - 2 2 9 0

農林水産省が作成した「作業安全規範」から、

事業者の皆様に取り組んでいただきたい安全対策のポイントをご紹介します。

作業安全規範では、
6分野・25項目の
取組を示しています。

まずは
チェックシートを使って
自己点検を行いましょう！

共通規範 個別規範 チェックシート

具体的な取組目標の設定

経営者自らが、作業事故防止に向けた方針を

表明することが極めて重要です。

「ハインリッヒの法則（1:29:300の法則）」

…1件の重大災害の背景には、29件の軽微な事故と、

300件のヒヤリ・ハットが起きている。

点検等の際は、確実に機械を停止しましょう。

ヒヤリ・ハット事例の共有と
積極的な活用

事故発生時の対応マニュアル
の作成・周知

労災保険への加入

安全に関する研修・教育の実施

作業に適した服装・装備の着用

機械の適切な使用方法の徹底

作業環境の改善人的対応力の向上

情報分析・活用ルールや手順の遵守

資機材、設備の安全性確保 事故発生時の備え

人の注意力には限界があります。

機械災害を防ぐには、本質的な安全対策も必要です。

機械の日常点検・整備の実施

安全性の高い機械・設備の選択

現在の取組レベルを把握するために

第三者による安全診断を受けることも効果的です。

危険個所の特定・注意喚起

作業手順の明文化・可視化

高齢者や外国人を含め、全ての人の目線で

働きやすい職場環境を整備することが重要です。

事故の発生リスクはゼロにできません。

万が一に備えた対応を検討し、準備をしておきましょう。
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